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力作が勢ぞろい !!
ながしま造形美術展開幕

　２年に一度のながしま造形美術展が 10 月
22 日から始まりました。会場の太陽の里ピ
クニック広場には 123 点のアートが勢ぞろ
いし、初日から大勢の観客が詰め掛けました。
◎関連記事＝Ｐ２～５



第 14 回ながしま造形美術展

連日賑わい
力作アートを堪能

　

２
年
に
一
度
の
、
第
14
回
な
が

し
ま
造
形
美
術
展
が
10
月
22
日
、

太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
周
辺

で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
展
は
、
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
長
島
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
。
今
回
は
合
併
5
周
年

記
念
と
し
て
期
間
を
一
週
間
延
長

し
、
約
１
カ
月
間
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
〝
ア
ー
ト
の
島
〟
を
堪

能
し
よ
う
と
連
日
大
勢
の
来
場
者

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
場
で
は
、
島
内
各
集
落
や

小
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
団
体
な
ど

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
１
２
３
作
品

が
所
狭
し
と
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
小
ぶ
り
な
も
の
は
１
㍍
か

ら
大
き
い
も
の
は
８
㍍
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
、
個
性
の
光
る
大
作
が
並

び
会
場
は
屋
外
美
術
館
と
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
午
前
10
時
か
ら
開
会
式

が
開
か
れ
、
濵
田
重
則
実
行
委
員

長
は
「
町
民
総
出
の
祭
り
。
作
品

を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
る
と
お
り

地
域
の
絆
と
地
域
づ
く
り
に
生
か

さ
れ
て
い
る
。
期
間
中
大
勢
の
人

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
川
添
健
町
長
は
「
各
種
団

体
の
力
作
を
見
る
と
長
島
町
民
の

力
は
す
ご
い
も
の
だ
と
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
も
一
致
団
結
し
、
長
島

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
自
慢
で
き
る

町
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
作
を
一
目
見
よ
う

と
待
ち
に
待
っ
た
観
客
ら
は
迫
力

の
ア
ー
ト
を
目
の
前
に
し
、「
感

動
」
の
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ

え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
内
で
は
お
気
に
入
り

の
作
品
の
前
で
思
い
思
い
に
写
真

撮
影
な
ど
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
こ
の
日
は
、
出
品
さ

れ
た
作
品
の
審
査
会
も
行
わ
れ
、

「
一
般
の
部
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
」「
学

校
・
幼
稚
園
の
部
」
の
３
部
門
で
、

各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
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がんばろう日本！
長島から夢と感動をプレゼント

テープカットで幕開け
川 内 商 工 高 等 学 校 吹 奏 楽 部 の
演奏でオープニング

スチールドラム
バンドの演奏

バルーンアートで
子どもも大喜び

Ｃｏｍｍｅｎｔ
　

隔
年
毎
に
開
か
れ
て
き
た
こ
の
造
形
美
術
展
も
、
14
回
と

も
な
る
と
全
島
が
一
致
し
た
展
示
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
充
実

し
た
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
物
を
作
る
作
業
は
、
つ
く

る
人
が
自
分
た
ち
の
心
を
表
す
も
の
で
、
言
葉
で
は
な
く
目

で
内
的
感
情
の
豊
か
さ
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
高
い
叡え

い
ち知

と
魂
の
高
揚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
中
途
半
端
な
気
持
ち
や
安
易
な
物
ま
ね
を
で
き
る
だ
け
避

け
て
、
本
当
に
作
り
た
い
も
の
を
明
る
く
楽
し
く
表
現
す
る

よ
う
工
夫
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
今
回
私
の
目
に
と
ま
っ
た

も
の
は
「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
の
家
族
の
絆
」「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
」「
カ
ズ
ラ
の
花
籠
と
石
の
花
」
な
ど
で
し
た
。
ま
だ

ま
だ
夢
の
あ
る
作
品
の
作
ら
れ
る
余
地
が
こ
の
長
島
の
地
に

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
の
希
望
を
大
ら
か
に
膨
ら
ま
せ

て
次
回
へ
の
糧
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
本
浦
小
学
校
の
作
品
は
、
ヒ
オ

ウ
ギ
貝
や
松
笠
な
ど
身
近
に
あ
る
自
然
の
素
材
で
作
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
と
ぼ
け
た
表
情
の
生
き
物
で
す
。楽
し
そ
う
に
作
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
と
制
作
風
景
を
想
像
さ
せ
て
く
れ

る
よ
う
な
作
品
で
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が
よ
く
出
て

い
ま
し
た
。

　

自
然
の
素
材
を
集
め
た
り
、
全
体
的
な
造
形
と
制
作
へ
の

参
加
を
両
立
さ
せ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
立
体
造
形
の
面
白

さ
を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
楽
し
め
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
大
切

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

第
14
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

　
　

審
査
員
長　

楠
畑　

裕
也

第
14
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

　

審
査
員　

岩
元　

里
美

　
（
出
水
工
業
高
等
学
校
教
諭
）

【学校の部】

【一般・ＰＴＡの部】
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nagashima artfestival

一般の部

最優秀賞

優秀賞 優秀賞 優秀賞

優良賞

優良賞

優良賞

優良賞

優良賞

優良賞

特別賞

ワニ（クロコダイルの家族の絆）［山中］

シマリス［上揚］

仁王像（仁王降臨よみがえれ日本）
［塩追］

熊蜂［火ノ浦］

南国にやって来た「なまはげ」
［指江］

ゴリラ［脇崎］

農林産物バスケット［山門野上］
八岐大蛇（ヤマタノオロチ）

［城川内］

だくま［馬込］

カズラの花籠と石の花［矢堂］

森の動物園［犬鹿倉］
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第 14 回ながしま造形美術展入賞作品

ＰＴＡの部

学校・幼稚園の部

最優秀賞

最優秀賞

優秀賞
優秀賞

優秀賞

優秀賞

優良賞

優良賞

優良賞

優良賞

優良賞

優良賞

ＮＡＧＡシマフクロウ［汐見小ＰＴＡ］

風車のそびえる街
［田尻小ＰＴＡ］

折り鶴～願いを込めて～
［本浦小ＰＴＡ］

萬さば［平尾中ＰＴＡ］
汐見川のワニ大王［川床中ＰＴＡ］

「火の鳥（不死鳥）」［鷹巣中ＰＴＡ］

わくわく獅子島ランド　パート２
［獅子島小］

じゃがくんと海のなかまたち
［伊唐小］

田尻の風景［田尻小］

クワガタの大木［汐見小］

はやぶさ［城川内小］届け！わたしたちの歌［本浦小］
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高
齢
者
が
元
気
な
福
祉
の
ま
ち
「
長
島
」

　

10
月
４
日
、
長
島
町
い
き
い
き

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
福
祉

芸
能
大
会
が
、
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
と
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
の
保
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
い

だ
し
、
地
域
住
民
の
老
人
福
祉
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
町
内

を
10
地
区
に
分
け
た
高
齢
者
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、
声
援
と
笑

い
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
競
技
で
は
、
じ
ゃ

ん
け
ん
競
走
や
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー

な
ど
8
種
目
で
順
位
を
争
い
、
平

尾
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
福
祉
芸
能
大
会
に

は
、
文
化
ホ
ー
ル
全
席
が
埋
ま
る

ほ
ど
の
町
民
約
７
０
０
人
が
詰
め

か
け
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
汐
見
小

学
校
の
樽
太
鼓
に
よ
る
演
奏
が
あ

り
、
樽
の
心
地
よ
い
響
き
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
保

育
園
の
園
児
か
ら
は
か
わ
い
ら
し

い
踊
り
が
披
露
さ
れ
観
客
席
か
ら

た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
今
年
は
例
年
に

一
味
加
え
、
各
地
区
か
ら
選
ば
れ

た
か
た
が
た
に
よ
る
老
人
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
踊
り
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
多
彩
。
町
内
の
芸
達
者
に
よ
る

歌
謡
浪
曲
、
相
撲
甚
句
、
三
味
線
・

太
鼓
な
ど
で
会
場
を
大
い
に
沸
き

た
た
せ
ま
し
た
。
約
3
時
間
の
芸

能
大
会
は
笑
顔
と
笑
い
声
に
包
ま

れ
、
観
客
ら
は
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

楽しい競技で汗を流す高齢者踊りも出て大盛りあがり

オープニングを飾った汐見小学校児童の樽太鼓

かわいい踊りを披露してくれた東保育園の園児ら

熱唱が続いたカラオケ大会

カラオケ大会の賞を受けとる出演者
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練
習
の
成
果
い
ざ
発
揮

第６回長島町小学校陸上記録会

男子
5 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 06　　   生駒　泰里（城川内）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 74　　　 福嵜　樹生（鷹巣）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 05　　　 田中　太朗（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　3 分 02 秒 00   新田航太郎（平尾）
400 ㍍リレー　　　1 分 04 秒 90   城川内小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　14 秒 08　　   町田　和駿（城川内）
走り幅跳び　　　　4 ㍍ 02             原田　渉平（本浦）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 25　　　依田　武志（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　2 分 42 秒 00  町田　和駿（城川内）
60 ㍍ハードル走 　 12 秒 02　　   福山　翔太（汐見）
400 ㍍リレー　　　1 分 02 秒 25  鷹巣小学校

男女
5･6 年混合リレー　1 分 03 秒 48   幣串小学校

女子
5 年
100 ㍍走　　　　　16 秒 05  　　 谷村　玲奈（鷹巣）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 09　　　 荒川　　夢（平尾）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 05　　　 立山　彩花（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　3 分 03 秒 00   荒田　桃子（幣串）
400 ㍍リレー　　　1 分 07 秒 72   鷹巣小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 01　  　 塚田　亜美（城川内）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 59　　　 岩内　千夏（幣串）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 18　　　 塚田　亜美（城川内）
800 ㍍走　　　　　2 分 52 秒 00   山下　綺音（本浦）
60 ㍍ハードル走 　 11 秒 05 　　   池田　美遥（幣串）
400 ㍍リレー　　　1 分 05 秒 31   城川内小学校

男子走り幅跳びに挑戦する選手ら

↑力強く選手宣誓をする松永奈緒さん
　（田尻小学校６年）

　

第
６
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記

録
会
が
10 

月
12
日
、
城
川
内
運

動
場
で
開
か
れ
、
町
内
か
ら
集

ま
っ
た
５
年
生
以
上
の
選
手
た
ち

が
自
己
記
録
の
更
新
に
挑
み
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
１
０
０
㍍
走
や

走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、

８
０
０
㍍
走
、
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
、

混
合
リ
レ
ー
、
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
、
仲
間
や
応
援
に
駆
け

つ
け
た
保
護
者
か
ら
、
大
き
な
声

援
を
受
け
選
手
た
ち
は
全
力
を
出

し
切
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
１
位
の
記
録
は
次
の
と

お
り
で
す
。

、
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i n f o r m a t i o n

イ
ル
カ
教
室
（
妊
婦
教
室
）
開
催

　長島町立幼稚園では、平成 24 年度の新幼稚園児を募集します。在園児で継続入園を希望されるかたは応募
の必要はありません。
　城川内幼稚園は現在休園中ですが、12人以上の応募があれば再開する計画です。

●応募資格
　長島町に居住している次の児童が入園できます。
　３歳児　平成 20 年４月２日～平成 21 年４月１日生まれ
　４歳児　平成 19 年４月２日～平成 20 年４月１日生まれ
　５歳児　平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日生まれ
●募集定員
　鷹巣幼稚園 70 人　　幣串幼稚園 35 人　　城川内幼稚園 35 人
●入園の手続き
　◇入園希望者は入園願書を各幼稚園（城川内幼稚園は教育総務課）に提出してください。用紙は幼稚園およ
び教育委員会教育総務課にあります。
　◇受付期間　平成 23 年 11 月 14 日（月）～平成 23 年 12 月 28 日（水）　（土・日曜日、祝日は除く）
●保育料等
　◇保育料　月額３，５００円
　◇給食費　月額４，０００円
●保育時間等
　希望される幼稚園にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　鷹巣幼稚園☎ 86-1268、幣串幼稚園☎ 89-3045、城川内幼稚園☎ 88-5511（教育委員会教育総務課）

町立幼稚園の園児を募集します

　

長
島
町
で
は
、
年
間
１
０
０
人

前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
安
全
に
産
ま
れ
、
元
気
に

育
つ
よ
う
、
ま
た
、
マ
マ
や
パ

パ
、
そ
し
て
ご
家
族
が
出
産
・
育

児
を
迎
え
る
気
持
ち
や
態
勢
等
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
町
で
は

６
月
と
12
月
に
妊
婦
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
の
か
た
も
、
２

回
目
以
降
の
妊
娠
の
か
た
も
、
今

し
か
な
い
こ
の
貴
重
な
妊
娠
中
の

生
活
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
教
室
で
は
、
同
じ
時
期
に

出
産
を
迎
え
る
マ
マ
友
が
増
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
の
参
加

で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

▼
１
回
目
＝
12
月 

９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　

▼
２
回
目
＝
12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

○
場
所
＝
長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鷹
巣
）

○
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
手
帳

○
参
加
料
＝
無
料

※
町
内
在
住
の
妊
婦
の
か
た
に
、
内
容
な
ど
詳
細
を

個
別
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

保
健
衛
生
課
保
健
係

　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
内
線
１
１
０
６
］
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　平成 23 年 10 月から「子ども手当」が変更になりました。これまで子ども手当を受け取っ
ていたかたも含め、すべてのかたが対象となりますので、早めの申請をお願いします。

全てのかたが対象です
「子ども手当て」の申請を！

中学校卒業前までのお子さんを持つかたへ

★ 10 月以降の子ども手当制度　
　（平成 23 年 10 月～平成 24 年 3 月）
１　支給対象
　　子ども手当は、中学校卒業まで（15 歳に達した後最初の 3 月 31 日まで）の子どもを養育してい
　るかたに支給します。
２　支給額

３ 　支給時期

４　その他
　　保育料や、受給者の申し出があった場合の学校給食費などを、子ども手当から徴収することなどが
　可能になります。

子どもの年齢 子ども手当月額
３歳未満 一律 15,000 円
３歳以上　　小学校修了前 10,000 円　（第３子以降は 15,000 円）
中学生 10,000 円

平成 24 年２月 平成 23 年 10 月～平成 24 年１月分（４カ月分）
平成 24 年６月 平成 24 年２月～３月分（２カ月分）

★今までの子ども手当と違うところは
１　子どもが日本国内に住んでいること
２　両親が離婚協議中で別居している場合は、子どもと同居しているかたを優先
３　海外にいる父母が指定する人に支給
４　未成年後見人に支給
５　児童福祉施設の設置者、里親に支給

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課児童福祉係
　☎（86）1111［内線 1112］

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
の
団
体
に
よ
る
特
産
品
、
商
工
業
製
品
な

ど
の
販
売
や
福
祉
機
具
の
展
示
、
健
康
増
進
の
た

め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
農
産
物
等
品
評
会

　

日
時　
　

12
月
３
日
（
土
）

　

※
出
品
物
は
、
当
日
午
前
９
時
ま
で
に
自
治
公

　

民
館
長
が
放
送
に
よ
り
指
定
す
る
場
所
へ
出
品

　

し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
が
持
ち
込
む
場
合
は
、

　

当
日
午
前
10
時
ま
で
に
総
合
町
民
体
育
館
へ
搬

　

入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
長
島
フ
ェ
ス
タ

　

日
時　
　

12
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　

会
場　
　

長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
周
辺

　

内
容　
　

健
康
増
進
講
演
会

　
　
　
　
　

お
魚
大
抽
選
会

　
　
　
　
　

各
種
団
体
に
よ
る
出
店

　
　
　
　
　

う
ど
ん
・
そ
ば
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

福
祉
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

介
護
保
険
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

農
地
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

ぼ
か
し
肥
料
づ
く
り
講
習

　
　
　
　
　

お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
　
　
　

木
の
家
の
棟
上
と
餅
投
げ
な
ど

平
成
23
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ

（
産
業
・
福
祉
・
健
康
祭
り
）
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i n f o r m a t i o n

出
水
地
区
秋
季

　
　
　
　
畜
産
共
進
会

　

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
が

９
月
20
日
、
出
水
中
央
家
畜
市
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
地
区
内
の
育
成
牛
36
頭
が

３
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。
長
島

町
か
ら
は
一
部
に
１
頭
、
二
部
に

12
頭
、
三
部
に
７
頭
が
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に

浦
底
集
落
の
山
口
正
成
さ
ん
所
有

牛
「
ゆ
め
じ
２
号
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
一
部 

　（
競
り
市 

終
了
後
～
12
カ
月
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
二
席
］
宮
路
健
作

◎
種
牛
二
部

　（
13
カ
月
～
16
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
］
上
み
ず
子

　
［
二
席
］
山
口
正
成

　
［
三
席
］
浦
底
初
男

　
［
四
席
］
宮
路
健
作

　
［
六
席
］
浦
底
初
男

▼
優
秀
賞

　

宮
路
健
作
、
児
玉
美
津
子

期
待
さ
れ
る
長
島
牛　

［
六
席
・
八
席
］

　
　
　
　

  

浦
底
初
男

　
［
七
席
・
九
席
・
十
席
］

　

                 

宮
路
健
作

　
［
十
一
席
］
児
玉
美
津
子

　
［
十
二
席
］
浜
畑
順
一

　
［
十
三
席
］
立
原
洋
一

　
［
十
四
席
］
古
川
修
一

▼
優
秀
賞

　

上　

奈
富
、
山
口　

忠
、

　

樫
谷　

文
、
町
口　

光
、

　

門
元
政
文
（
２
頭
）

◎
種
牛
三
部 

　（
17
カ
月
～
23
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
・
三
席
・
四
席
］

　
　
　
　

  

山
口
正
成

　
［
二
席
］
浦
底
初
男

　
［
五
席
］
森
山
秋
美

　
［
六
席
］
北
村
秀
紀

　
［
七
席
］
脇
田　

泉

▼
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

　
［
二
部
一
席
］
山
口
正
成

　

浜
畑
順
一
、
赤
崎　

清

　

森
山
秋
美
、
立
原
洋
一

　

古
川
修
一

◎
種
牛
三
部

　 （
17
カ
月
～
23
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
・
二
席
］
山
口
正
成

　
［
四
席
］
浦
底
初
男

▼
優
秀
賞

　

森
山
秋
美
、
山
口
正
成

　

北
村
秀
紀
、
脇
田　

泉

▼
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

　
［
三
部
一
席
］
山
口
正
成

↑ 鹿 児 島 県 畜 産 共 進 会 に 出 品 し た
「ゆめじ２号」と山口正成さん

「
ゆ
み
号
」
と
「
ゆ
め
じ
２
号
」
が

２
大
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲
得

長
島
町
秋
季

　
　
　
　
畜
産
共
進
会

　

秋
季
畜
産
共
進
会
が
９
月
９

日
、
城
川
内
畜
検
査
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
品
牛
は
、
町
内
か

ら
21
頭
が
出
場
し
、
種
牛
一
部
・

二
部
に
、
月
齢
ご
と
に
個
体
審
査

と
比
較
審
査
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
浦
底
集
落

の
山
口
正
成
さ
ん
所
有
牛｢

ゆ
み

号｣

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
二
部 

　（
競
り
市
終
了
後
～
16
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
］
山
口
正
成

　
［
二
席
］
上
み
ず
子

　
［
三
席
］
内
田
秋
宏

　
［
四
席
］
赤
嵜　

清

　
［
五
席
］
森
山
秋
美

鹿児島県畜産共進会に出品した「ふゆづき
号」と上みず子さん（左から 2 人目）↓

　

鹿
児
島
県

　
　
　
　
畜
産
共
進
会

　

県
畜
産
共
進
会
が
10
月
８
日
、

姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
水
地
区
代
表
と
し
て
本
町
か

ら
３
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
一
部 

　（
12
カ
月
令
～
16
カ
月
）

▼
優
秀
賞

　

上
み
ず
子
、
山
口
正
成

◎
種
牛
二
部

　（
17
カ
月
～
23
カ
月
令
）

▼
優
秀
賞

　

山
口
正
成
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第３回義援金（最終）
　　６万９千 324 円

　寄付金総額
　　　　231 万 5177 円

　

長
島
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
箱
を
町
内
３

カ
所
に
設
置
し
、
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
９
月
30

日
、
最
後
と
な
る
第
３
回
目
の
集
計
を
行
い
、
10
月
27
日

に
日
本
赤
十
字
社
へ
全
額
送
金
し
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
定
期
的
に

集
計
さ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
へ
同
社
鹿
児
島
県
支
部
を
通

じ
て
送
金
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
で
す
べ
て
の
義
援
金

箱
を
撤
去
し
寄
付
は
締
め
切
り
ま
し
た
が
、
個
別
の
寄
付

は
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

義援金箱設置場所 募金額

長島町役場 200
長島町役場指江庁舎 1,070
長島町社会福祉協議会 1,800

義援金箱小計 3,070

各種団体等義援金
（長島町社会福祉協議会へ持参） 募金額

食堂「旬」 16,254
７ゾーンライオンズクラブ 50,000

　各種団体等小計 66,254

第３回総計 69,324

（単位：円）第３回義援金集計内訳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
１
１
６
］

長島町火葬場
　　「不知火苑」の一時休館

　長島町火葬場「不知火苑」では、炉内の老朽化に

よる改修工事のため、本年の 11 月 15 日から翌年

の２月 10 日まで、火葬ができなくなります。

　そこで休館の期間中は、出水市、阿久根市などの

火葬場を利用していただくことになりますが、これ

まで長島町火葬場「不知火苑」を利用する経費より

負担が増えた部分（火葬場使用料、霊柩車、バスな

ど）は町で助成します。

　町民の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、

ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

　詳しくは、保健衛生課までご連絡ください。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課環境衛生係
　☎（86）1111［内線 1107］

↑ 改 修 工 事 の た め 一 時 休 館 す
る長島町火葬場「不知火苑」

 東日本大震災義援金
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10
月

１
日　
　
　

 

交
通
安
全
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

                                                       （
城
川
内
運
動
広
場
）

３
日　
　
　

 

大
規
模
災
害
応
援
協
定
調
印
式（
長
島
町
役
場
）

４
日　
　
　

 

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

                                                            （
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

　
　
　
　
　

 

福
祉
芸
能
大
会
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　
　

 　

平
成
23
年
度
第
２
回
北
薩
地
域
行
政
懇
話
会

                                                               （
長
島
町
役
場
）

６
日　
　

 　

国
際
交
流
協
議
会
公
益
法
人
化
移
行
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
県
自
治
会
館
）

　
　
　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
県
自
治
会
館
）

７
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

11
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　

 　

木
材
需
要
拡
大
要
望
活
動
来
庁（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

市
町
村
振
興
協
議
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

14
日　
　
　

 

治
山
林
道
要
望
活
動（
北
薩
地
域
振
興
局
・
県
庁
）

　
　
　
　
　

 

獅
子
島
架
橋
知
事
・
県
議
会
議
長
陳
情                                                  

                                                                    （
鹿
児
島
市
）

18
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
医
療
連
合
運
営
委
員
会
・              

                       

懇
話
会
（
県
自
治
会
館
）

19
日　
　
　

 

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
め
屋
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

 

報
道
関
係
発
表
（
川
床
ふ
れ
あ
い
広
場
）

　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
来
庁（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
情
報
交
流
会

                                                       （
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

20
日　
　
　

 

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
め
屋
オ
ー
プ
ン                       

                                                    （
川
床
ふ
れ
あ
い
広
場
）

21
日　
　
　

 

長
島
中
学
校
で
の
講
演
（
長
島
中
学
校
）

　
　
　
　
　

 

だ
ん
だ
ん
市
場
出
品
者
研
修
会

                                               （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

22
日　
　
　

 

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
開
会
式（
太
陽
の
里
）

24
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
医
療
連
合
来
庁（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

本
浦
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
優
勝

                       

報
告
（
長
島
町
役
場
）

25
～
26
日     

町
村
会
定
期
総
会（
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

26
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　

 

出
水
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
研
修
会

                                      　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

                       

福
岡
県
小
竹
町
議
会
行
政
調
査
来
庁 

（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　

 

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式

                                               　
　
　
（
県
総
合
体
育
館
）

　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（
県
水
産
会
館
）

30
日　
　

 　

ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
周
辺
）

　
　
　
　

 　

萩
之
牟
礼
公
民
館
落
成
式
（
萩
之
牟
礼
）

31
日　
　
　

 

長
島
を
考
え
る
女
性
会
議

　
　
　
　

                              （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

 

一家一花運動を展開します

　長島町では昨年に引き続き「夢追い

ながしま花フェスタ」にあわせて町民

総参加による「一家一花運動」を展開

することになりました。各家庭に花の

苗３本と植木鉢（プラスティック製直

径 30Cm） を配付する計画です。 配布

する花の苗は右の５種類で、配布時期

は 12 月下旬から１月上旬を予定して

います。

　 町 民 皆 さ ん の ご 協 力 を お 願 い し ま

す。

　　　◎問い合わせ先
　　　　長島町教育委員会社会教育課

　　　　☎（86）1111［内線 2231］

ビオラ

キンギョソウ

パンジー

ヒメキンギョソウダイアンシス（なでしこ）
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１
日　
　
　

 

交
通
安
全
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

                                                       （
城
川
内
運
動
広
場
）

３
日　
　
　

 

大
規
模
災
害
応
援
協
定
調
印
式（
長
島
町
役
場
）

４
日　
　
　

 

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

                                                            （
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

　
　
　
　
　

 

福
祉
芸
能
大
会
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　
　

 　

平
成
23
年
度
第
２
回
北
薩
地
域
行
政
懇
話
会

                                                               （
長
島
町
役
場
）

６
日　
　

 　

国
際
交
流
協
議
会
公
益
法
人
化
移
行
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
県
自
治
会
館
）

　
　
　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
県
自
治
会
館
）

７
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

11
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　

 　

木
材
需
要
拡
大
要
望
活
動
来
庁（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

市
町
村
振
興
協
議
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

14
日　
　
　

 

治
山
林
道
要
望
活
動（
北
薩
地
域
振
興
局
・
県
庁
）

　
　
　
　
　

 

獅
子
島
架
橋
知
事
・
県
議
会
議
長
陳
情                                                  

                                                                    （
鹿
児
島
市
）

18
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
医
療
連
合
運
営
委
員
会
・              

                       

懇
話
会
（
県
自
治
会
館
）

19
日　
　
　

 

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
め
屋
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

 

報
道
関
係
発
表
（
川
床
ふ
れ
あ
い
広
場
）

　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
来
庁（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
情
報
交
流
会

                                                       （
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

20
日　
　
　

 

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
め
屋
オ
ー
プ
ン                       

                                                    （
川
床
ふ
れ
あ
い
広
場
）

21
日　
　
　

 

長
島
中
学
校
で
の
講
演
（
長
島
中
学
校
）

　
　
　
　
　

 

だ
ん
だ
ん
市
場
出
品
者
研
修
会

                                               （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

22
日　
　
　

 

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
開
会
式（
太
陽
の
里
）

24
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
医
療
連
合
来
庁（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

本
浦
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
優
勝

                       

報
告
（
長
島
町
役
場
）

25
～
26
日     

町
村
会
定
期
総
会（
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

26
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　

 

出
水
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
研
修
会

                                      　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

                       

福
岡
県
小
竹
町
議
会
行
政
調
査
来
庁 

（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　

 

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式

                                               　
　
　
（
県
総
合
体
育
館
）

　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（
県
水
産
会
館
）

30
日　
　

 　

ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
周
辺
）

　
　
　
　

 　

萩
之
牟
礼
公
民
館
落
成
式
（
萩
之
牟
礼
）

31
日　
　
　

 

長
島
を
考
え
る
女
性
会
議

　
　
　
　

                              （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

 

な
ん
で
も
魔
女
商
会

お
洋
服
リ
フ
ォ
ー
ム
支
店

あ
ん
び
る  
や
す
こ  

作

腑
甲
斐
な
く
教
師
老
い
た
り
い
ぼ
む
し
り　

淵
脇　
　

護

ラ
ブ
レ
タ
ー
貰
っ
て
鞦

し
ゅ
う
せ
ん韆
空
へ
漕
ぐ　
　
　

筑
前　

初
市

秋
晴
や
教
師
の
号
令
よ
く
響
く　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

稲
熟
れ
て
香
り
清す
が

し
き
散
歩
道　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

芋
煮
会
先
生
生
徒
も
一
つ
鍋　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

銀
河
濃
し
父
よ
り
母
へ
ラ
ブ
レ
タ
ー　
　
　

山
嵜
加
代
子

虫
の
音
の
清さ
や

か
に
聞
こ
ゆ
里
の
宿　
　
　
　

関　

佳
代
美

天
高
く
一
教
師
た
る
矜き
ょ
う
じ持
あ
り　
　
　
　
　

竹
内　
　

功

鶏
頭
の
花
の
連
珠
や
長
島
路　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

　森の中のすてきな洋服屋さ
ん。お客さんは人間ではなく森
の動物たち。だって主人は魔法
使いの女の子なのです。

い
い
か
ら
い
い
か
ら
④

長
谷
川  

義
史  

作

　「いいからいいから」が口癖
のおじいちゃん。細かいことは
気にしない、余計な気を使わな
くてもいい、ユーモアたっぷり
のおじいちゃんのお話です。

稔
り
田
の
畦
道
抜
け
て
行
く
里
は
秋
の
香
た
ち
て
コ
ス
モ

ス
揺
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

天
草
の
風
光
見
晴
ら
す
わ
が
島
の
道
の
回
り
は
茅か
や

の
穂
そ

よ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

雨
催も
よ

ふ
岬
の
古
墳
に
隣
り
た
る
赤
土
畑
に
芋
蔓
を
積
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

最
初
は
「
グ
ー
」
ジ
ャ
ン
ケ
ン
競
技
の
力
拳
こ
ぶ
し

高
だ
か
と

揚あ

ぐ
る
シ
ル
バ
ー
若
し　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

散
り
溜
ま
る
金
木
犀
を
踏
む
ま
じ
と
遠
回
り
す
れ
ば
花
の

香
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

朝
明
け
の
出
船
入
船
数
多
く
阿
久
根
漁
港
の
賑
は
ひ
を
見

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

隙
間
風
寒
き
二
階
に
眠
れ
ざ
り
き
少
年
想
ふ
罪
の
ご
と
く

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

芽
の
出
で
し
辣
ら
っ
き
ょ
う韮
の
種
子
掘
り
起
し
新
土
の
畝う

ね

に
並
べ
植

ゑ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

爽
や
か
な
北
風
す
ぐ
る
沖
合
に
浮
標
西
日
受
け
気
儘
に
ゆ

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

娘
の
庭
の
山
茶
花
の
新
芽
み
ず
み
ず
と
活
字
に
疲
る
る
眼

に
優
し
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

雨
後
の
笹
に
滴
し
た
た

る
雫

し
ず
く

見
ゆ
水
晶
玉
の
如
く
光
り
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

「
お
っ
か
ん
」
と
呼
ば
れ
ゐ
し
叔
母
の
逝
き
ま
せ
り
子
や

孫
曾
孫
に
そ
の
身
護
ら
れ　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

処
分
す
る
箪た
ん
す笥

は
母
の
形
見
に
て
庭
の
隅
よ
り
我
を
見
て

い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

白
壁
に
映
る
己
れ
の
影
に
さ
え
躓
く
視
力
に
な
り
て
来
に

け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

め
っ
た
に
は
立
た
ぬ
茶
柱
今
朝
立
て
る
湯
呑
み
を
し
ば
ら

く
手
に
し
包
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
に
生
き
て
来
た
り
し
そ
の
付
け
が
今
現

れ
て
老
い
て
凡
夫
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

そ
の
費
用
と
て
も
じ
ゃ
な
い
よ
電
気
柵
諦
め
ト
タ
ン
で
囲

う
こ
と
と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

後
先
を
考
え
行
動
す
る
べ
し
と
朝
の
テ
レ
ビ
の
占
い
言
え

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

敬
老
の
日
に
国
旗
揚
げ
朝
顔
の
柵
の
二
輪
に
挨
拶
を
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

大
事
と
は
親
こ
そ
な
の
よ
忘
れ
ず
と
親
居
る
内
に
今
や
孝

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

文
を
書
く
筆
は
亡
き
師
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
の
愛
用

の
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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農
地
の
形
質
変
更
は
「
届
け

出
」
が
必
要
で
す

　

農
地
を
盛
土
ま
た
は
削
土
な
ど

に
よ
り
形
質
を
変
更
し
た
場
合
、

周
辺
の
農
地
や
水
路
に
悪
影
響
を

与
え
て
し
ま
う
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら

な
い
よ
う
事
前
に
農
業
委
員
会
に

「
農
地
形
質
変
更
届
書
」
と
添
付

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
最
近
は
農
地
に
住
宅
や
車
庫

な
ど
の
無
断
転
用
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
無
断
転
用
者
に
は
３
年

以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
農
業
委
員
会
か
担
当
地
区

の
農
業
委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
農
業
委
員
会

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
（
水
）
か
ら
15
日

（
火
）
ま
で
の
一
週
間
に
わ
た
り
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
火
災

の
発
生
防
止
と
高
齢
者
な
ど
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
火
災
予
防
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

　

・
３
つ
の
習
慣

　
　

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や

　
　

め
る
。

　
　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

　
　

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

　
　

使
用
す
る
。

　
　

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

　
　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

　
　

を
消
す
。

○
平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な

い
で　

も
う
一
度
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　

人
権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
本
年
で
63
周
年
を
迎
え
、
全

国
各
地
で
人
権
に
関
す
る
各
種
の

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
本

県
で
も
、
こ
の
期
間
中
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
放

送
や
鹿
児
島
市
の
デ
パ
ー
ト
「
山

形
屋
」
に
お
い
て
人
権
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

展
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ま
も

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　

10
月
29
日
（
土
）
か
ら
、
鹿
児

島
県
の
最
低
賃
金
が
「
時
間
額
６

４
7
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使

用
者
は
、
最
低
賃
金
額
を
労
働
者

に
周
知
し
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
・
時
間

　

外
労
働
な
ど
の
手
当
、
賞
与
な

　

ど
は
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
定
最
低
賃
金
も

　

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」

を
受
け
て
、
元
気
生
き
生
き

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
平
成
22
年
度
に
75

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
ら

れ
た
か
た
を
対
象
に
口
腔
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
よ

う
、
口
腔
検
診
を
受
け
て
お
口
か

ら
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

○
検
診
期
限

　

12
月
31
日
（
土
）

○
対
象
者

　

平
成
22
年
度
に
、
当
該
市
町
村

の
区
域
内
に
居
住
す
る
75
歳
に
到

達
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
と
す
る
（
昭
和
10
年

4
月
1
日
～
昭
和
11
年
3
月
31
日

生
ま
れ
の
被
保
険
者
。
当
広
域
連

合
か
ら
受
診
券
等
必
要
書
類
を
受

領
さ
れ
て
い
る
か
た
）。

○
実
施
機
関

　

お
近
く
の
歯
科
医
療
機
関
に
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
長
島
町

で
は
児
島
歯
科
で
検
診
で
き
ま

す
。）

○
検
診
料

　

無
料　

○
検
診
内
容

　

・
問
診

　
　

歯
周
疾
患
に
関
連
す
る
自
覚

　

症
状
の
有
無
を
聴
取
。
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・
口
腔
内
外
診
査

　
　

歯
及
び
歯
周
組
織
等
口
腔
内

　

の
状
況
、
義
歯
の
適
合
の
状
況

　

に
つ
い
て
検
査
。

　

・
口
腔
機
能
診
査

　
　

頬
の
膨
ら
ま
し
検
査
、
反
復

　

唾
液
テ
ス
ト
（
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）、

　

咀
嚼
力
検
査（
お
食
事
マ
ッ
プ
）

　

な
ど
に
つ
い
て
実
施
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合
事
務
局 

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
９
８

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
「
心
の

ケ
ア
チ
ー
ム
」
の
活
動
講
演
会

　

出
水
郡
医
師
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
作
業
療
法
士
の

立
場
で
活
動
し
た
経
緯
か
ら
、
生

活
の
す
べ
て
を
奪
わ
れ
た
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
何
が
必
要

か
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

○
参
加
費
＝
無
料

○
定
員
＝
70
人

○
会
場

　

出
水
郡
医
師
会
立
阿
久
根
市
民
病
院

○
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
指
定
様
式
）、
メ
ー
ル

（
参
加
者
名
、
勤
務
先
、
連
絡
先
の

電
話
番
号
、
公
開
講
座
受
講
希
望

と
明
記
）。
詳
し
く
は
次
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
病
院
作
業
療
法
室

　

☎
（
62
）
０
４
１
９

個
人
事
業
税
（
第
２
期
分
）
の

納
税
は
11
月
30
日
ま
で
に

　

個
人
事
業
税
は
個
人
で
事
業
を
行

っ
て
い
る
か
た
に
年
２
回
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
今
年

の
第
２
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日(

水)

で
す
。
納
税
方
法
は
、
金
融
機
関

窓
口
の
ほ
か
、
電
子
収
納
（
ペ
イ
ジ

ー
収
納
）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
か
ら
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
11

月
30
日(

水)

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
便

利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課　
　
　

　

☎
０
９
９
（
25
）
５
２
０
５

平
成
23
年
度
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ

ボ
ン
月
間

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
、
エ
イ
ズ
患
者
へ
の
理
解
と
支
援

の
意
思
を
示
す
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
使
わ
れ
始
め
、
そ
の
考
え

に
共
感
し
た
人
々
に
よ
っ
て
世
界

的
な
「
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
運
動
」
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

○
実
施
期
間

　

11
月
16
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
木
）

○
関
連
行
事

　

・
エ
イ
ズ
予
防
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
研
修
会

　

・
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
お
よ
び
レ
ッ

　
　

ド
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
の
作
成
、　

　
　

配
布
、
着
用
ほ
か

　

・
平
日
夜
間
、
休
日
検
査

　
　
（
県
内
各
保
健
所
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
支
所

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
国
連
合
同
エ
イ

ズ
計
画
）
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
も
採
用
さ
れ
、
本
県
に
お
い

て
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
県
で
も
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）
が
１
９
８
８
年
に

エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
お
よ
び
患

者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

を
中
心
と
し
た
１
カ
月
間
を
「
鹿

児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
エ
イ
ズ
と
わ
た
し　

～　

支
え

る
こ
と
と　

防
ぐ
こ
と　

～
」

鹿児島県警音楽隊が
やって来ます

　県民と警察を結ぶ音の架け橋として活動する県警音楽
隊の演奏会が開催されます。阿久根中学校の賛助出演も
あり、音楽に触れる貴重な機会です。座席に限りがある
ことから入場には整理券が必要です。整理券は 11 月 20
日（日）より阿久根警察署および交番・駐在所で配布し
ます。
○日時　12 月４日（日）午後２時～４時
○場所　阿久根市民会館
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浦小が優勝報告本
阿久根ロータリー旗争奪阿久根・
長島地区少年ソフトボール大会

団生活で友情を育む
Ｂ＆Ｇ体験クルーズ

﨑の髙橋和男さん表敬訪問赤 長島町出身のプロカメラマンが里帰り

　第 28 回阿久根ロータリー旗争奪阿久根・長島
地区少年ソフトボール大会が開催され、Ａパート
で優勝した本浦ソフトボールスポーツ少年団（大
野浩一代表）が 10 月 24 日、長島町役場を訪れ
ました。この大会は、９月 23 日に阿久根市総合
運動公園で阿久根市から５チーム、長島町から９
チームのＡ・Ｂパートあわせて 14 チームが参加
し熱戦を繰り広げました。キャプテンの大野友輔
くん（6 年）は「みんなで勝ち取った優勝はうれ
しい。次の試合も力をあわせて優勝したい」と抱
負を語りました。

　東日本大震災で延期になっていたＢ＆Ｇ体
験クルーズが、８月 17 日から 22 日までの
５泊６日間の日程で実施され、本町から蔵之
元小学校６年の岩澤愛海さんが参加しまし
た。この体験クルーズは、世界自然遺産に登
録された小笠原への船旅を通して船内での集
団生活のルールやマナーを学ぶことと、寄港
地での自然体験活動を目的として開催されま
した。今回は、東日本大震災の被災地から
18 人のメンバーも招待され、全国各地から
集まった参加者らと友情を育み絆を深めまし
た。岩澤さんは「自然の大切さをあらためて
感じた。今回ともにした日本全国の仲間との
体験を決して忘れない」と感想を語りました。

　10 月 19 日、長島町の赤崎集落出身でプロカメ
ラマンとして活躍中のアメリカ在住の髙橋和男さ
んが長島町役場を表敬訪問しました。この日は、
町長室で川添健町長、濵上實則議会議長と面談。
アメリカに渡米した経緯や現在の活動内容、そし
て今回出版した写真集を手渡し、エピソードに花
が咲きました。髙橋さんは「英語も話せない中、
アメリカに渡り自分の夢を叶えることができた。
長島の子どもたちも夢をあきらめないでほしい」
とエールを送りました。今回、大作となった二つ
の写真集出版にあわせて本町 16 の小中学校と２
カ所の図書館にそれぞれ寄贈がありました。

↑ワークショップでグ
ループ毎に「みんなの
心の言葉」を表現

優勝報告に来た本浦ソフトボールスポーツ少年団↓

出版した写真集の中身を説明する髙橋さん（中央）↑

集

小笠原・父島の寄港地で
貴重な固有種を観察する
自然体験活動→
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ロウィンで英会話ハ 長島町英会話教室

↑仮装ゲームで見
事に変装した子ど
もたち

←大いに盛り上
が っ た YES、NO
ゲーム大会

　今年５月から始まった英会話教室によ
るハロウィンパーティーが 10 月 15 日、
長島町開発総合センターで開催されまし
た。この取り組みは、町内 11 の小学校
の児童を対象にした英会話教室の一環。
当日は、小学校１年生から４年生の英会
話教室の児童と保護者あわせて 260 人
が参加しました。外国で実際に行われて
いるハロウィンの雰囲気を感じてもらお
うと会場内はかぼちゃで作ったお面やお
ばけなどが多数飾られ、参加した子ども
たちは雰囲気を十分に楽しんでいまし
た。パーティーでは、これまで英会話教
室で学んだ自己紹介ゲームや質問に英語
で答えるゲーム、仮装ゲームなどで楽し
みました。仮装ゲームでお化けカボチャ
に変身した本浦小４年の原田朋弥君は

「うまく仮装できてよかった」と話しま
した。

代の生活と知恵を体験
第18回長島古墳まつり

の農機具で秋の実りを実感昔 鷹巣小が脱穀体験

古
　古墳の多い長島で、10 月 22 日長島島援隊（濱
田孝一隊長）が主催する、第 18 回長島古墳まつ
りが、ながしま風車公園で開催されました。この
日は、町内の小学生ら 260 人が参加し、" 鎮

ちんこん

魂 "
の儀式を執り行った後、火おこしや勾

まがたま

玉づくり、
弓矢の操作など大昔の生活体験をしました。参加
した鷹巣小学校５年の濵島優真くんは「弓矢で的
に当てるのが難しい」と悪戦苦闘していました。

　10 月 26 日、鷹巣小学校（緒方智憲校長）では
総合的な学習の時間を利用し、種まき、田植え、
草取りなど世話を続けてきた稲の脱穀体験をしま
した。この日は、学校近くにある本町集落の北村
秀紀さんの田んぼに５年生 32 人が集まり、まず
北村さんによる昔の農作業方法などユーモアたっ
ぷりの話に笑顔で耳を傾けました。その後、千歯
こきや足踏式脱穀機など昔の農機具を使っての脱
穀体験が行われ、昔の人の知恵に感心しながら秋
の実りを収穫しました。

勾
まがたま

玉づくりを楽しむ参加者↓

児童らが千歯こきで稲の穂を落とす体験学習↑
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（　）内は前月比

11,534( -14)
  5,562(    -5)
  5,972(    -9)
  4,412(  +1)

平成 23 年 10 月 31 日現在

花
を
育
て
、
花
の
作
品

作
り
に
挑
戦
中

　

本
町
の
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
一
環
で
花
を
使
っ
た
作
品
作
り
の

研
修
を
紹
介
し
ま
す
。

　

研
修
を
受
け
て
い
る
の
は
、
花
の

苗
作
り
か
ら
花
壇
の
管
理
を
お
願
い

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
が
し
ま

元
気
か
い
」
の
４
人
で
す
。
そ
こ
で

今
回
専
門
の
講
師
を
迎
え
、
同
法
人

が
育
て
た
切
花
か
ら
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
研
修
し
、
今
後

は
こ
の
４
人
が
講
師
と
な
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
花
を
使
っ
た
作
品
指
導

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

生
花
を
使
い
、
フ
ォ
ー
ム(

オ
ア

シ
ス)

に
挿
し
て
作
品
を
作
り
ま

す
。
花
を
飾
る
場
所
や
器
の
大
き
さ

に
よ
っ
て
作
り
方
が
変
わ
り
ま
す
。

同
じ
花
材
を
使
っ
て
も
個
々
の
感
性

で
違
っ
た
作
品
に
な
り
ま
す
。

○
押
し
花

　

花
を
押
し
て
乾
燥
さ
せ
て
、
そ
の

ま
ま
の
色
を
出
来
る
だ
け
残
せ
る
よ

う
保
存
し
ま
す
。
野
に
咲
く
花
も
葉

も
素
敵
な
素
材
と
な
り
、
作
品
作
り

が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

う
ち
わ
や
は
が
き
な
ど
製
作
し
ま
し

た
。

↓きれいに飾られたフラワーアレンジメント

↑額縁に入れられた押し花の作品

大規模な災害時の応援に関する協定調印式
　10 月３日、役場応接室で大規模な災害が発生または発生するおそ

れがある場合の応援に関する協定調印式が行われました。

　この協定書は、暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、津波、噴火など社

会的に影響のある自然災害が発生、または発生する恐れがある場合の

応援に関する内容などを定め、被害の拡大と二次災害を防止すること

を目的にしています。

　この日は、国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所の淡中泰雄

所長が来庁し、支援の趣旨、災害時などにおける支援の方法、役割分

担などについて説明がありました。この協定書を交わすことで、平常

時から市町村と九州地方整備局の双方が共通認識を持ち、いざという

時にお互いの連携、支援がより円滑に進むことになります。 ↑調印式終了後、 握手を交わす川添健長島町長
　（右）と淡中泰雄鹿児島国道事務所長（左）
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
長
島
町
で
は
10
月
22
日
か
ら

「
第
14
回
な
が
し
ま
造
形
美
術

展
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
今
回
も

製
作
に
携
わ
っ
た
か
た
が
た
の
、

汗
と
技
の
結
晶
と
な
っ
た
力
作
が

所
狭
し
と
並
び
、
来
場
者
を
堪
能

さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
長
島
か

ら
夢
と
感
動
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
で

す
。
来
場
さ
れ
た
か
た
が
た
に
感

動
の
お
も
て
な
し
と
会
場
内
で
の

不
備
が
な
い
か
不
安
も
あ
り
ま
す

が
今
月
20
日
が
最
終
日
で
す
。
ま

だ
お
越
し
で
な
い
か
た
、
ぜ
ひ
、

2
年
に
一
度
の
町
民
総
出
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
、
長
島
町
の
元
気
と

団
結
力
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

19 広 報 な が し ま





月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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２０１１12
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○来仙医院 84-2005
○山田クリニック 72-0420
○吉井中央病院 62-3111
○塩山歯科医院 62-2634
◇キッズクリニック 63-7707
□スマイル薬局 84-2430
□マリン薬局 63-6678
□のぞみ薬局 73-2131

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎イルカ教室（妊婦教室）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○北国医院 72-0016
○クリニック .なかむら 62-0241
○橋口歯科医院 63-2330
◇こどもクリニック永松64-1500
□ふれあい薬局 63-3070
□上野薬局 72-1016

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ＢＣＧ
◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎イルカ教室（妊婦教室）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○恒吉医院 82-0048
○阿久根眼科 72-0040
○三慶医院 63-2333
○中島歯科医院 82-0020
◇二宮医院 62-0167
□タカラ調剤薬局 62-8813
□高松薬局 73-4002
□しおかぜ薬局　88-6011

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

○鷹巣診療所 86-0054
○平田整形外科クリニック 62-8801
○林胃腸科外科 73-3639
○野田診療所 84-2023
○福留歯科医院 62-0978
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○植村整形外科 72-1041
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○脇本病院 75-2121
○大田歯科クリニック 84-4700
◇出水総合医療センター67-1611
□メープル薬局 62-9292
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局　88-6011

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

○平尾診療所 88-2595
○有村産婦人科・内科 73-4180
◇出水総合医療センター67-1611
□さかえまち薬局 72-0978

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○上園医院 73-1055
◇しみずこども医院 68-0633
○おてき歯科医院 63-0393
□本町薬局 73-3233

○鷹巣診療所 86-0054
○林泌尿器科クリニック64-8800
○内山病院 73-1551
○さくら通りクリニック62-2311
○おてき歯科医院 63-0393
◇二宮医院 62-0167
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 12月 23日は天皇誕生日です。
　  天皇誕生日は、今上天皇（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


